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新病棟のデザイン
　医学部と芸術文化学部の連携プロジェクト「医療環境
のデザインを考える」では、建設中の富山大学附属病院
南病棟をデザイン対象として検討を行ってきました。新
築工事は平成22年12月に竣工し、平成23年４月１日よ
り利用が始まりました。南病棟のデザイン案について
は、平成21年度より医師、看護師、事務、工事関係者と
の検討会議を繰り返し実施、原寸大のモックアップや実
物素材を現場に持ち込んで確認を行ってきました。
　病院施設については、安全確保や管理面からさまざま
な設計基準があり、使える素材が限定されます。また、
病室には壁面や床、ベッドやイス、シーツやカーテンな
どの素材が混在し、発注の流れも建築工事や備品調達な
ど異なる場合があります。そのためどうしてもちぐは
ぐなデザインになりがちです。そこで本プロジェクトで
は、できる限り関係者が早期に調整を行い統一的な意匠
の材料を調達できるように努めました。例えば、壁面と
収納棚、ベッドの腰板に同じデザインのシート材を用い
ることで、病室の意匠基準が構築されるように指導しま
した。また、まったく同じデザインが揃わない場合で
も、「木質系材料」という共通事項を示すことで、まと
まった印象の環境をつくることを目指しました。
　木質系材料の多用は、言うまでもなく「患者さんに優
しく、あたたかな感覚の病院づくり」を目指すために行
いました。従来は、それが良いとわかっていても価格な
どの条件が合わずに導入を見合わせていたことを、機能
面、価格面で要望を満たす椅子を調査、リストアップす
ることで対応しました。ホールや病室だけでなく、自販
機コーナーや職員食堂、小児科プレイルームにも木製家
具を導入することで、「冷たい病院」のイメージを払拭
することに努めました。
　小児病棟では、病院のある杉谷一帯を動物達が癒され
に集まる森に見立てて物語をつくり、通路や病室ドアに
富山で活躍するグラフィックデザイナー・山口久美子さ
んのイラストを設置しました。これに合わせて通常のサ
イン書体も手書き風に調整しました。
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　南病棟の竣工に合わせて、既設病棟の受付や診察待合
室、およびそれらを結ぶ通路についてもサイン及び壁面
の改修を行いました。病棟名や待合名称の見直しを含
め、案内誘導の流れを再構築して統一的な画面デザイン
を行いました。
　病院には、寄贈されたものも含め多数の絵画が飾られ
ていましたが、改修を機会にこれについても見直しを行
いました。新病棟では、芸術文化学研究科生が病院のた
めの絵画制作に着手することとし、現場視察を行って創
作のイメージづくりを行いました。
　富山大学附属病院では今後も既設病棟の改修が行わ
れ、平成30年まで工事が続けられる予定です。この間、
一次的に診察室の場所が移動することが予定されてお
り、臨時対応のサイン計画などが求められます。サイン
計画をはじめ、デザインは竣工した時が完成ではなく、
その後の利用を通じて完成に近づいていくものです。今
後は新病棟で導入したデザインの評価を行い、補正を加
えながら改修計画に反映させていく予定です。
南病棟の竣工を機会に、既設病棟を含め全体的なサイン計画を見直した
15Bulletin of the Faculty of Art and Design, University of Toyama, Vol. 6, February 2012
医療ガス等の機器類をまとめた上に医療介護支援ピクトグラムを設置４床室は、木質系シートを用いて腰壁、収納棚、ベッドを統一した
動物達が癒されに集まる森に見立ててイラストを描いた小児病棟小児病棟のプレイルームはじめ木質系材料を積極的に導入した
通路の絵画の見直しを行う一方、芸術文化学研究科生によるオリジナル
作品の制作に着手した
既設の病院受付も南病棟の竣工に合わせてリニューアルした
